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は じ め に

無線基地局装置は，従来，リアルタイム
性など無線処理特有の要求から専用装置を
用いていました．一方，近年の急速な技術
進歩により，汎用サーバを利用して無線基
地局装置の要求条件である高性能・高信頼
性・低消費電力化を実現することが可能と
なってきました（1）．汎用装置は，専用装置
に比べて調達が容易で安価であることから，
汎用仮想化技術を基地局に適用することで，
より経済的な基地局 vRAN（virtualized 
Radio Access Network）を実現できる
ようになりました．特に，従来は専用装置
でしか実現できなかった多量の信号の同時
符号化の際に，低遅延処理が要求される汎
用装置において，アクセラレータの進化や，
基地局などの特殊装置を汎用装置で実現す
る O-RAN アーキテクチャの成熟化は，
vRANの実現に大きく貢献しました．

本稿では，O-RAN Allianceの現状を紹
介するとともに，O-RAN Allianceがリー
ドし提唱するアーキテクチャやそれを実現
するO-RANエコシステムについて解説し
ます．

O-RAN Alliance

■O-RANの概要
O-RANとは無線基地局装置のオープン

化をめざし，さまざまなRAN装置を組み
合わせたり，ハードウェアとソフトウェ
アを分離したりすることができるアーキ
テクチャです．O-RANでは，参考文献（2）
で の 活 動 内 容 に 基 づ き，3GPP（3rd 
Generation Partnership Project） 仕 様
に準拠しつつ，3GPPの仕様の範囲外であ
る，無線基地局装置の実装や運用の自動化
に関する以下の仕様が定められています

（図 1 ）．

①　RU（Radio Unit） お よ び DU
（Distributed Unit）をマルチベンダ
で接続する「Open Front haul」

② 　無線パラメータを自動調整する「RIC
（RAN Intelligent Controller）」およ
びその「E2インタフェース＊ 1 」

③　DUおよびCU（Central Unit）＊ 2 の
仮想化とその基盤である「O-Cloud」
および「O2インタフェース＊ 3 」

④　①～③の実装に向けて策定された標
準インタフェース仕様やオープンソー
スの実装

2025年時点のO-RAN Allianceの各WG
（Work Group）の所轄範囲（図 2 ）と状
況を表に示します．
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基地局装置は，リアルタイム・多同時実行可能・安定的な無線処理が要求され
たため，これまで専用装置として設計・実装されてきました．一方，近年のプロ
セッサの進化や仮想化技術の進展により，基地局の仮想化（vRAN）が実現可能
になってきました．本稿では，vRAN実現に向けた標準化団体であるO-RAN 
Allianceと，関連するエコシステムについて解説します．
キーワード：#O-RAN，#仮想化，#オープンソース

＊ 1  E2インタフェース：O-RAN Allianceにおけ
るNear RT RICとO-DU/O-CU間のインタ
フェースであり，Near RT RICからO-DUや
O-CUなどの基地局ソフトウェアの設定情報
などを自動制御することができます．

＊ 2  CU：5Gシステムにおける無線基地局装置の
デジタル信号処理部分であり，ノンリアルタ
イ ム の L2機 能 や RRC（Radio Resource 
Control）機能などを実装する集約ノード．
ベースバンド処理部や保守監視機能を備え
ています．

＊ 3  O2インタフェース：O-RAN Allianceにお
けるSMOとO-Cloud間のインタフェースで
あり，O-CUやO-DUなどの基地局ソフトウェ
アをO-Cloud上にデプロイして制御したり，
O-Cloud自体を管理したりすることができ
ます．

図図1 O-RAN仕仕様様のの範範囲囲

3GPP仕様
3GPP 38.401 『『NG-RAN; Architecture description』』
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図 1　O-RAN仕様の範囲
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図図2 O-RAN Allianceのの各各WGのの所所轄轄範範囲囲
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図 2　O-RAN Allianceの各WGの所轄範囲

表　各WGにおける標準化状況

WG 状況 主なアウトプット

WG1: Use Cases and Overall Architecture 
Workgroup 仕様化中

SMOの分離，インテントドリブン管理，ネット
ワークスライシング，潜在的なユースケースの
特定など，全体的なアーキテクチャの指定．

WG2: Non-Real-time RIC and A1 Interface 
Workgroup ステージ 3とテストの仕様化中

A1インタフェース（Non RT RIC～Near-RT 
RIC）仕様とテスト．
R1インタフェース（Non RT RIC～rApp）仕様．
ユースケース．

WG3: Near-Real-time RIC and E2 
Interface Workgroup テストの仕様化中

E2インタフェース（Near-RT RIC～vDU/vCU）
の仕様とテスト．
ユースケース．

WG4: Open Fronthaul Interfaces 
Workgroup

テストを含む全仕様化の完了後，機能拡張
（テスト含む）やメンテナンスを継続中 Open Front haulインタフェースの仕様とテスト．

WG5: Open F1/W1/E1/X2/Xn Interface 
Workgroup

テストを含む全仕様化の完了後，機能拡張
（テスト含む）やメンテナンスを継続中

3GPPで指定されたF1/W1/E1/X2/Xnインタ
フェースのプロファイル．

WG6: Cloudification and Orchestration 
Workgroup ステージ 2の仕様化中

O2インタフェース（SMO～O-Cloud）の仕様と
テスト．
AALインタフェース（vDU/vCU～Accelerator）
の仕様．
ユースケース．

WG7: White-box Hardware Workgroup ステージ 1の仕様化中 ハードウェア設計と導入シナリオの検討．
WG8: Stack Reference Design Workgroup 停　止 ソフトウェア設計とIOTテストの検討．

WG9: Open X-haul Transport Workgroup テストの仕様化中 トランスポート仕様．
トランスポートの運用管理の仕様．

WG10: OAM for O-RAN ステージ 1 /ステージ 2の仕様化中

OAMのユースケース．
要件，情報モデル，データモデル，および
SMOSのAPI仕様とOAMアーキテクチャ．
O1アラームとパフォーマンス測定の新しい仕様
を含むO1インタフェースの仕様．

WG11: Security Workgroup テストの仕様化中 セキュリティの観点からのインタフェース要件．
セキュリティの観点からの機能要件．

IOT：Interoperability Test

vir tualized Radio Access Network
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■WG1におけるO-RANアーキテクチャ
とユースケース

（1）�　SMO（Service Management and 
Orchestration）の分離

WG1では，各コンポーネントのマルチ
ベンダ化とその相互運用性の強化，およ
び3GPPなどで標準仕様化された既存の機
能とO-RAN Allianceで定義された新し
い機能の統合のために，SMO（Service 
Management and Orchestration）アー
キテクチャの分離化を推進しています．
SMOは複数のSMOS（SMO Service）に
分離され，参考文献（3）の技術レポートのと
おり，OAMやトポロジ管理，O-Cloudの
オーケストレーション，スライス管理，
AI/MLなどさまざまなSMOSを例示して
います．

（2）　インテントドリブン管理
WG1では，インテントドリブンアプロー

チにより，参考文献（4）のとおり，高レベル
のインテントを使用してRANサービスを
管理するという概念が導入されています．
これにより，オペレータは具体的なインス
タンス数や接続条件などネットワークの作
成手順を記述することなく，必要となる最
終形態のネットワークをインテントとして
指定しただけでネットワークを構築でき
ます． 

（3）　ユースケースの仕様化
WG1では， WG横断での全体的なユー

スケースの仕様化が進められています．
参考文献（5）のとおり，例えば，動的スペ
クト ル共有（DSS：Dynamic Spectrum 
Sharing）＊ 4 は，LTEデバイスとNRデバイ
スがQoE（Quality of Experience）を損
なうことなく既存のスペクトルリソースを
共有できるインテリジェントな制御機能を
サポートし，L3（Layer 3 ），L2，および
L1の制御機能を強化することにより，マル
チベンダ環境でもシームレスで効率的なス
ペクトル使用を実現しながらDSSを実装
しています．
■WG6のvRAN仕様

参 考 文 献（1） の と お り，WG6 は，
O-Cloudの機能要件とO2インタフェース

仕様要件をGA&P（General Aspects & 
Principles）に規定し，それをベースにユー
スケースの仕様化を推進することに重点を
置いています．

O-Cloudには，①NFデプロイメントと
してのvCU（virtualized CU）/vDUのリ
ソースとリソースプール，②NFデプロイ
メ ン ト を 管 理 す る DMS（Deployment 
Management Service）， ③ リ ソ ー ス と
DMS を 管 理 す る IMS（Infrastructure 
Management Service），④アクセラレー
タであるAAL（Acceleration Abstraction 
Layer）＊ 5 の 4 つの要素があります．

O-Cloud は，VM（Virtual Machine）
やコンテナ技術で仮想化されたvCU/vDU
にワークロードを提供し，NFデプロイメ
ントとして管理しています． 
■WG10のSMO仕様

（1）�　OAMアーキテクチャおよびO1イ
ンタフェース

WG10は，OAMアーキテクチャ，OAM
の要件，およびO1インタフェース仕様の
開発に重点を置いています．OAMアーキ
テクチャは，参考文献（6）で規定されており，
SMOの包括的なフレームワークを提供し
ています．これにより，vRANコンポーネ
ントを含むO-RANネットワーク機能を効
果的に管理できます．

O1インタフェースは，O-RAN ネット
ワーク機能のソフトウェア管理機能とと
もに，参考文献（7）のとおり，FCAPS（Fault，
C o n f i g u r a t i o n ， A c c o u n t i n g ，
Performance，Security）＊ 6 機能の実装
をサポートしています． 

（2）　パフォーマンス測定とO1 Alarms
現 在，WG10は， ド コ モ 主 導 の 下，

O-CU-CP（Control Plane），O-CU-UP
（User Plane），O-DUなどのO-RANネッ
トワーク機能ごとにパフォーマンスKPIや
O1 Alarmsを規定しており，オペレータ
がマルチベンダのO-RANネットワーク機
能全体で測定値や障害管理を収集できるよ
うにしています． 

（3）　クラウド環境での運用
WG10は，従来のOAM機能が基地局と

一体になったアーキテクチャから，クラウ
ド環境の機能を利用してOAMを実現する
新しいアーキテクチャを指向しており，
vRANコンポーネントの管理への影響分析
に取り組んでいます． 

（4）　O-RANネットワーク機能のリカバリ
また，WG10は，マルチベンダネットワー

ク環境におけるO-RUやvRANの障害シナ
リオとそれに対応するリカバリメカニズム
を検討し，エンド・ツー・エンドのネット
ワークの回復性をめざしています．

O-RANエコシステム

■O-RAN関連プロジェクトの概要
O-RAN Allianceは，オープンで仮想化

されたRANの相互運用性とイノベーショ
ンを実現するために，他の標準化団体と緊
密に連携することで，大規模で協調的なエ
コシステムの開発を主導しています．特に
RANとコアネットワークの接続について
は3GPP仕様で規定されているため，3GPP
はO-RAN Allianceにとってもっとも重要
な標準化団体です． 

O-RAN Allianceは，vRANの実現のた
めのクラウド技術を利用した仮想化基盤で
あるO-Cloudに対する要件とインタフェー
スを定義するにあたって，ETSI NFV仕様
や CNCF（Cloud Native Computing 
Foundation）仕様を参照することで，複
数の標準化団体で仮想化基盤の仕様が矛盾
しないようにしています．また，WG2には，
ETSI ZSM（Zero-touch network and 

＊ 4 	 �動的スペクトル共有：動的に波長分布を分け
合う仕組みであり，特にLTEの周波数帯の一
部を5Gで利用することを指します．

＊ 5 	 �AAL：O-Cloud上に設置されたハードウェ
アアクセラレータのハードウェアとソフトウェ
アを分離するレイヤ．O-RANで定義されて
おり，異なるベンダのハードウェアアクセラ
レータをソフトウェアと組み合わせ，標準
フォーマットやインタフェースなどを指定し
てアクセスできるようにします．

＊ 6 	 �FCAPS：通信事業者のネットワークの管理・
監 視 項 目 で あ る， 障 害（Fault）， 設 定

（Configuration），課金管理（Accounting），
性 能（Performance）， セ キ ュ リ テ ィ

（Security）を指します．
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Service Management）の概念が組み込
まれており，自動化と運用効率向上が実現
しています．
■3GPP

WG10は，O1管理サービスを可能な限
り既存の3GPP標準に合わせており，どち
らもSBA＊ 7 アプローチに従っています．

WG10の検討および仕様化の主な目的は，
3GPP標準に準拠するユースケースを特定
し，そのユースケースとO-RANに固有の
管理サービスのギャップを検出し，この
ギャップに対して必要な拡張をO-RANの
仕様に定義することで，O-RANと3GPPの
仕様の整合性を確保することです． 
■ETSI NFV

ETSI NFVが仕様化しているETSI NFV
フレームワークは，ネットワーク機能を仮
想化し，クラウドベースの通信インフラス
トラクチャを管理するための標準化された
アプローチを提供しています．O-RAN 
AllianceおよびO-RAN SCのアーキテク
チャは，クラウドネイティブで仮想化され
たRANアプローチのため，相互運用性，
スケーラビリティ，および効率的なリソー
ス管理を実現するために，それらをETSI 
NFV標準に合わせることが重要です．

・�SMOは，ETSI NFVフレームワークの
OSS（Operations Support System），
EM（Element Management），およ
び NFVO（Network Functions 
Virtualization Orchestrator）＊ 8 相当
の機能を実現しています． 

・�O-Cloudは，ETSI NFVフレームワー
ク の NFVI（Network Functions 
Virtualization Infrastructure）＊ 9 ，お
よ び CIS（Cloud Infrastructure 
Software）クラスタに対応しています． 

・�D M S は ， V I M （ V i r t u a l i z e d 
Infrastructure Manager），CISM

（Cloud Infrastructure and Service 
Management），およびVNFM（Virtual 
Network Function Manager） に 該
当します． 

・�IMSは，仮想化基盤の構成，監視，お
よび全体的な制御を行うPIM（Physical 

Infrastructure Manager）とCCM（CIS 
Cluster Manager）にマップされます．

・�AALは，ETSI NFVフレームワークに
不足しているコンポーネントです． 

AALの拡張はETSI NFV仕様の将来必要
となる機能強化であり，ETSI-NFVフレー
ムワークとO-RAN WG6の仕様のギャッ
プを埋めることができるようになります．
また，この機能強化はO-RAN SCとNFV
ベースの通信クラウドインフラストラクチャ
の間のシームレスな相互運用性を確保する
ことができます．
■O-RAN SC

O-RAN SCは，O-RAN Allianceの実現
の た め に 設 立 さ れ た，Linux 
Foundation＊10 配下のオープンソース団
体 で す．O-RAN SC の 目 標 は， 従 来 の
RANアーキテクチャを進化させ，5G（第
5 世代移動通信システム）および将来の無
線ネットワークにおけるさまざまなユース
ケースに対応が可能な相互運用性，柔軟性，
およびインテリジェンスな制御による効率
性を可能にするオープンなソフトウェアエ
コシステムを構築することです． 

（1）　SMO
O-RAN SCは，RANコンポーネントの

運用とライフサイクルの管理を担当する
SMOフレームワークを開発しています．
SMO は 主 に ONAP（Open Network 
Automation Platform）コンポーネント
を利用しています（図 3 ）．

・�AI主導のポリシー制御と最適化を行う
Non-RT RIC ＊ 11 相 当 の CCSDK

（Common Controller Software 
Development Kit）．

・�O1インタフェースを収容し，RANコ
ンポーネントからパフォーマンスとテ
レメトリデータを収集するためのVES

（Virtual Event Streaming）．
・�SMOフレームワーク内におけるイベ

ント駆動型通信のメッセージバスとし
てのプ ラットフォーム 機 能である
Kafka．

・�OAM向けのKubernetes＊12ベースの
自動化ツールであるNephio．

・�オーケストレーション機能を強化する
ために，ネットワーク機能オーケスト
レ ー タ（NFO：Network Function 
Orchestrator）＊13としての役割を果た
すdevtron．

（2）　O-Cloud
O-RAN SCは，O-RANアーキテクチャ

でVMベースのネットワーク機能（VNF
（Virtual Network Function））およびコ
ンテナベースのネットワーク機能（CNF

（Cloud native Network Function）） を
収容する仮想化基盤としてO-Cloudを実
装しています．

O-Cloudの現在の実装には，次のもの
が含まれます（図 3 ）．

・�低遅延，高可用性，およびリアルタイ
ム処理機能を備えたキャリアグレード
のクラウドプラットフォームを提供す
るためのIMSおよびDMSとして機能

＊ 7 	 �SBA：5GCやO-RANで採用されているソフ
トウェアアーキテクチャの1つで，コアネッ
トワークの各NFや保守管理機能を，SBI

（Service Based Interface）と呼ばれるバス
型の統一的なインタフェースを介して接続し，
相互作用させるアーキテクチャ．SBIには通
信先装置を発見するための機能などが定義
されています．

＊ 8 	 �NFVO：複数のVIMにまたがる仮想リソー
スのIMSを実行し，VNFやネットワークサー
ビスを展開・管理するシステム．

＊ 9 	 �NFVI：ETSI NFVで定義された，VNFが展
開される環境を構築するすべてのハードウェ
アおよびソフトウェアコンポーネントの総称．
クラウドプラットフォームを構成する汎用サー
バ，ストレージデバイス，ネットワークデバ
イス，およびそれらの物理リソースを仮想化
するための仮想化レイヤ上のソフトウェアの
総称．

＊10	 �Linux Foundation：Linuxを標準化し，商用
利用を促進するために設立された非営利の
技術コンソーシアムであり，さまざまなオー
プンソースのプロジェクトが活動しています．

＊11	 �Non-RT RIC：O-RAN Allianceにおいて，
リアルタイム性が求められないことに対して
インテリジェンスな制御を行うシステム．

＊12	 �Kubernetes®：複数のサーバで構成される
大規模環境に向けて，コンテナを管理するコ
ン テ ナ オ ー ケ スト レ ー シ ョ ン ツ ー ル．
Kubernetes®はオープンソースソフトウェ
アです．

＊13	 �ネットワーク機能オーケストレータ：仮想お
よびクラウドネイティブのネットワーク機能
を調整・管理するシステム．

＊14	 �StarlingX：OpenStackやKubernetesの機
能を利用し仮想化基盤を提供するオープン
ソースの団体およびそのソフトウェアコンポー
ネント．
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するStarlingX＊14．
・WG6仕様にしたがって，VNF LCM
（Life-Cycle Management）などのイ
ンタフェースを提供しつつVNFおよび
CNFを調整・管理するためのDMSと
し て 機 能 す る OpenStack Tacker

（Tacker）．

（3）　O-DU
O-DUは，細分化されたRANアーキテ

クチャの重要なコンポーネントであり，無
線信号のリアルタイム処理とタスクのスケ
ジューリングを担当しています．O-RAN 
SCは現在，O-DUの基本実装としてOAI

（OpenAirInterface）をベースに検討して

おり，これによりオープンで柔軟なソフト
ウェアドリブンのRAN機能を可能にします． 

O-RAN SCは現在進行中のプロジェクト
であり，O-RAN SCのリリースサイクルに
したがってO-CloudやSMOのさまざまな
コンポーネントが随時提供されています

（図 4 ）． 

図図4 StarlingXととTackerををベベーーススととすするるSMOととO-Cloudイインンフフララスストトララククチチャャのの検検討討
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■Tacker
Tacker は，ETSI NFV，O-RAN WG6

などの業界標準とOpenStackやO-RAN 
SCなどのオープンソース実装の間のギャッ
プを埋める重要な役割を果たし，通信エコ
システムにおける整合性と相互運用性を確
保しています．これにより，Tackerはテ
レコム業界の仕様や実装の断片化を回避し，
さまざまな利害関係者がNFVオーケスト
レーションとO-RANデプロイに対して統
一されたアプローチを採用できるようにな
ります（図 5 ）．

Tackerは，標準に準拠したオープンソー
スのVNFMとして機能することで，ETSI 
NFVとO-RAN SC両方の相互運用性を維
持し，ベンダロックインを減らし，オープ
ンで協調的な通信エコシステムを促進し
ます． 

ドコモのvRAN実現に向けた標準
化活動

ドコモは，O-RAN，3GPP，ETSI NFV，
ETSI ZSM，OpenStack，O-RAN SC を
サポートすることで，5G以降のオープン
でインテリジェントなRANの実現と，柔

軟かつ相互運用可能な通信エコシステム
の構築に向けて積極的に貢献しています

（図 6 ）．
（1）　インテントドリブン管理への貢献
現 在，O-RAN Alliance の WG1に お

い て， ド コ モ は SMO Intent-Driven 
Management の発展に貢献し，SMOを
ルールベースからインテントによる結果駆
動型に移行しています．インテントドリブ
ン管理とは，従来のような事前にプログラ

ミングされたWorkfl ow型の処理とは異
なり，オペレータが想定するあるべき姿の
ネットワーク構成である「意図（インテン
ト ）」 を 指 定 し， そ の 意 図 を 解 釈 す る
Intent Handler＊15， が自身の中で事前に学

＊15  Intent Handler：インテントドリブン管理を
実現するために，AI機能を利用してインテ
ントを解釈し，必要なワークフローや設定ファ
イルを生成するシステム．
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図 5　ETSI SOL標準を基にO-RANアーキテクチャに組み込まれたTacker

図図6 O-RANのの仕仕様様とと各各標標準準化化団団体体のの仕仕様様ととのの関関係係
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習していた機械学習モデルを利用して，リ
アルタイムデータを分析してネットワーク
の動作を予測，最適化，適応することで，
これらの「意図」を自動化されたワークフ
ローやネットワーク設定情報に変換する仕
組みです．

ドコモは，WG1に加えて，ETSI ZSM
や 3GPP SA（Service and System 
Aspects） 5 などの複数の標準化団体にお
けるネットワーク管理の自動化にも注力し
て い ま す．3GPP SA5は，Closed loop，
ネットワークデジタルツイン，AI/ML管理
などのインテントドリブン管理に加えて，
自動化イネーブラを標準化しています．

（2） 　 エ ネ ル ギ ー 効 率（EE:Energy 
Effi  ciency）の課題解決への貢献

さらに，RANの進化に伴い，EEはオペ
レータにとって重要な優先事項となってい
ます．従来のRANとは異なり，vRANは
仮想化のオーバヘッドと動的なリソースス
ケーリングによって電力消費に新たな課題
を も た ら し て い ま す． 現 在，O-RAN 
Alliance内の複数のWGにおいて，ドコ
モ は EE と 省 エ ネ ル ギ ー（ES：Energy 
Saving）の 2 つの側面から，この課題解決
に向けた重要な役割を果たしています．

WG1のユースケース仕様書（5）「Network 
Energy Savingユースケース」では，特に
AI/MLベースの自動化によるEEの最適化
とESメカニズムの実装に焦点を当ててい
ます．

RANはモバイルネットワークのエネル
ギーの大部分を消費するため，EE の改
善 は 運 用 コ ス ト（OPEX：OPerating 
Expense）と環境への影響の両方を削減
するために不可欠です．

ES の 手 法 は， キ ャ リ ア，RF（Radio 
Frequency）チャネル，ネットワークコン
ポーネントの停止からリソース割当ての最
適化が対象です．また，ES戦略はO-Cloud
コンポーネントにも適用され，O-Cloud
リソースのEEとESを可能にするアーキテ
クチャがWG6内で検討されています（8）．

ドコモは，EEの高いvRANを実現する
ために，3GPP SA5などの他の標準化団体

においても大きく貢献し，3GPP TS28.310（9）

で規定されているように，エネルギー使用
を最小限に抑えながらネットワークパフォー
マ ン ス を 評 価 す る た め の EE KPI（Key 
Performance Indicator）やその制御を仕
様化しています．

お わ り に

ドコモは，ネットワーク全体での効率
的な運用を可能にする，経済的で信頼性
の高い全国的な展開をめざしたvRANの
開 発 に 成 功 し ま し た． こ の 成 果 は，
O-RAN，3GPP，ETSI NFV，ETSI ZSM，
OpenStack，およびO-RAN SCによって
支えられており，これらの連携を踏まえた
標準化やオープンソースを受け，2024年度
に開発され2025年度以降，順次商用デプロ
イを実施中です．ドコモは，これらの標準
化団体に2000件以上の提案貢献を行い，
オープンで仮想化されたネットワークをか
たちづくるうえで重要な役割を果たしてき
ています．

今後ドコモは，vRANの課題を解決し，
次世代モバイルネットワークをさらに前進
させるために，Beyond 5Gおよび6G（第
6 世代移動通信システム）の研究開発を積
極的に行っています．今後も新たな技術開
発やグローバル標準への貢献を通じてイノ
ベーションを推進し，より効率的で柔軟か
つインテリジェントなネットワーク基盤の
実現をめざします．
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（上段左から） Refik Fatih Ustok/
Muhammad Hamza/
寒河江  佑太

（下段左から） 久野  友也/ 中島  佳宏

O-RANやETSI NFVなどのさまざまな団体が連
携したことと，近年のHWや仮想化技術の進化に
より，基地局の仮想化が実現し，商用へのデプロ
イが成功しました．6Gの実現に向けては，技術開
発やグローバル標準への貢献を通じてイノベーショ
ンを推進し，より柔軟な基盤の実現をめざします．
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